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経済企業委員会会議録 

 

平成２７年５月２２日 金曜日 

  午前９時０６分開議 

  午後４時３６分閉議（実時間 ５０分） 

                       

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （管内調査（八代海の海面調査等）） 

  （スーパー元気券事業の進捗状況につい

て） 

  （外国クルーズ船八代港寄港について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

 

※欠席委員 村 上 光 則 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     垣 下 昭 博 君 

  水産林務課長    沖 田 良 三 君 

 市民環境部 

  環境センター建設課長 山 口 敏 朗 君 

 経済文化交流部長   池 田 孝 則 君 
 
  商工政策課長補佐兼 
 
  スーパー元気券事業 嶋 田 和 博 君 
 
  推進室長 

  国際港湾振興課審議員 森 田 博 史 君 

                                

○記録担当書記     土 田 英 雄 君 

 

（午前９時０６分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、定刻とな

り定足数に達しましたので、ただいまから経済

企業委員会を開会いたします。 

 本日は産業・経済の振興に関する諸問題の調

査を議題とし、管内調査を行い、帰庁後、スー

パー元気券事業の進捗状況についての報告を受

けることといたしております。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（管

内調査（八代海の海面調査等）） 

○委員長（増田一喜君） 本日の日程につきま

しては、お手元に配付のレジュメのとおりでご

ざいますが、まず、午前の管内調査の行程等に

ついて、執行部から説明を求めます。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下農林水産

部長。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい。改めま

して、おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）本日は管内調査、御苦

労さまでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、農林水産部関係分につきまして午前中

回っていただきますけれども、その日程につき

まして、沖田水産林務課長より説明させますの

で、よろしくお願いいたします。 

○水産林務課長（沖田良三君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田水産林務

課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）水産林務課の沖田でございます。よろしく

お願いします。 

 それでは、午前中の日程につきまして、座っ
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て説明をさせていただきます。 

 それでは、午前中の日程でございますが、お

手元の資料の１ページでございます。 

 この後、市役所を出発いたしまして、９時半

から八代市水産物荷さばき施設、魚市場でござ

いますが、そちらのほうの施設の視察をしてい

ただきたいと思います。その後、その前の船着

場からベイハイ号に乗り込みまして、カキ養殖

場、鏡地先でございますが、そこから、今度は

羽瀬網、塩屋地先を視察をいただきまして、現

地のほうに漁協関係者の方いらっしゃってます

ので、詳しい説明のほうをさせていただきたい

と思います。その後、１１時３０分に荷さばき

施設の船だまりに帰港の予定で、市役所着を１

１時４５分と予定をしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい。ただいまの説

明について、何か質問はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質問を終了いたします。 

 それでは、管内調査のため、しばらく休憩い

たします。 

（午前 ９時０８分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 ただいま視察してまいりました八代海の海面

調査について、質疑、御意見等はありません

か。何かありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 荷さばき施設の、多く

して、参事は、何ですか、よか施設ばつくって

もらいましたけん、魚ばようせぬばんですてい

うような話だったんですが、買う人たちの評価

とか、その辺のなんかこうリサーチとかなんと

かはしなったですか。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 山口環境センター建

設課長。 

○環境センター建設課長（山口敏朗君） は

い。まだリサーチのほう、そういったものはま

だ行っておりません。今、魚の動き、そういっ

たものとかですね、については取りまとめをし

ていただいてる最中でございます。地元のです

ね。そのあたりをよく市場を管理をされてます

八代漁協さんと、そのあたりの情報をこれから

収集していかなければならないというところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい、ほかにありま

せんか。ほかにないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、以上で八代海の海面調査を終了い

たします。 

 それでは、しばらく休憩いたします。 

（午前１１時４４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 １時０１分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 なお、先日の委員会招集においてお知らせし

ておりました案件以外にも、外国クルーズ船八

代港帰港について執行部より本日発言の申し出

があっております。よって、午後の管内調査よ

り帰庁後に報告を受けたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（管

内調査（八代海の海面調査等）） 

○委員長（増田一喜君） それでは、午後の管
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内調査の行程等について、執行部から説明を求

めます。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田経済文化

交流部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 それでは、午後からのですね、管内調査の日

程等について御説明をいたします。済みませ

ん、座って御説明いたします。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） お手元に

配付してあるかと思いますが、経済企業委員会

管内調査日程をごらんをいただきたいと思いま

す。 

 まず、この後ですね、午後１時１５分から市

役所を出発をいたしまして、メルシャン八代工

場へ向かいます。その後、到着後、１時３０分

から工場の視察に入ります。工場の視察を終え

まして、２時３０分には国所有の調査観測船兼

清掃船「海煌」が係留されておりますヤマハの

西側の船だまりへ向かいます。到着後、２時４

５分から実際「海煌」へ乗船していただきまし

て、視察を行い、３時３０分には視察を終えま

して、３時４５分に市役所到着となります。 

 また、先ほどお話ございましたように、管内

調査終了後、スーパー元気券事業推進室よりス

ーパー元気券事業の進捗状況についてとです

ね、外国クルーズ船八代港寄港について国際港

湾振興課より御報告をしたいと思います。引き

続き、どうかよろしくお願いいたします。 

 日程は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい。ただいまの説

明について、何か質問はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。以上で質問を終了します。 

 それでは、管内調査のため、しばらく休憩い

たします。 

（午後１時０４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５３分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 ただいま視察してまいりました市内企業の管

内視察、調査観測兼清掃船「海煌」への乗船及

び視察について、質疑、御意見等はありません

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 何ですか、何といいま

すか、メルシャンですね。メルシャンが何かよ

かもんば多分つくっとらすとでしょうばってん

が、何となくこう、八代の酒ばつくっとうちゅ

う感覚じゃなくて、サントリーの子会社ちゅう

感覚でですよ、何とももったいないなというよ

うな感じがしたっですよね。まあ、八代市も、

――企業のことだけん、あんまり口挟みはでけ

ぬとでしょうばってんが、せっかく何かこう、

八代ブランドというとば何か一緒にでけんとか

なていうとのですね、何か思ったっですよ。八

代の会社にありながら、何か。会社のことだけ

ん、あんまり言いやならぬとかもしれぬですば

ってんが、何となくですね、八代のイメージが

少しぐらい何かでけんとかなというような気が

いたしました。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかあります

か。（委員笹本サエ子君「そうですね、材料が

八代産じゃないけんですね、別にそういうイメ

ージを」と呼ぶ）ほかにはありませんか。ほか

に。（｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないですか。（｢な

し」と呼ぶ者あり）（副委員長野﨑伸也君「意

見でよかったですか、今の亀田さん」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） 亀田さんのは。誰。
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はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。今、亀田さん

が、何となく八代のブランドというかね、そう

いう思いがしないということですけど、やっぱ

り同じ、同感です。材料等もね、八代産じゃな

いというのが。まあ水はね、球磨川の水と白川

の水ということでしたけども、そういう思いが

します。これだけ広大な田畑を持ってるわけで

すから、何かできないものかなというふうにも

思いました。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 私も。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。はい、

亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 関連です。芋焼酎ばつ

くる会社ならですたい、自前で冷凍倉庫ば用意

すっとでしょうばってんが、八代には冷凍庫の

なかですもんねていう感じで、何か人ごとみた

いにあるばってんですたい、その辺ばですよ、

お互いよかとこって話のでけぬとかなと思うと

ですたい。どちらがそれしなもんかわからぬと

ですばってんが。八代市もそこに協力していっ

て、何かそこ辺で同じ仕事んでくればですよ、

何か生まれやせんとかなあっていう気のします

が。暗に、何か補助はでけぬとですかって言い

たそうだったんですが、その辺でどげん聞こえ

ましたか。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 池田部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。お

疲れさまでございました。メルシャンにつきま

しては、非常に古い歴史を持つですね、企業と

いうことで、八代に古くから立地している企業

でもあるんですが、おっしゃるとおりですね、

地元の企業として、もうちょっと特色が出るよ

うな企業であればというふうなお話かと思いま

すが。 

 企業の中でもいろんな御要望がきょう一、二

挙がったということでございますので、今後は

地元の企業ともいろいろと意見交換とかもしな

がらですね、どういった御要望があるのか、ま

た、企業として、地元に根差した企業というこ

とで、どういった方向で行けばいいのかという

ことも御相談しながら、協議していければとい

うふうに思ってます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 それでは、以上で市内企業の管内視察及び調

査観測兼清掃船「海煌」への乗船及び視察を終

了いたします。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（ス

ー元気券事業の進捗状況について） 

○委員長（増田一喜君） 次に、スーパー元気

券事業の進捗状況について執行部から発言の申

し出があっておりますので、これを許します。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田経済文化

交流部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。視

察大変お疲れさまでございました。（｢お疲れ

さまでした」と呼ぶ者あり）それでは、お疲れ

のところ済みませんけれども、最初にですね、

スーパー元気券事業推進室より、スーパー元気

券事業の進捗状況につきましてですね、御報告

をしたいと思います。説明のほうはですね、嶋

田推進室長がいたしますので、どうかよろしく

お願いいたします。お世話になります。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 嶋田スーパー元気券

事業推進室長。 
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○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）お疲れの

ところではありますが、しばらくお時間をいた

だきまして、現在の取り組み状況について御説

明をさせていただきたいと思います。 

 座らせていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） 合併１０周年記念と銘打

ちまして、八代市プレミアム付商品券発行事業

を現在取り組んでいるところでございます。さ

きの３月議会の委員会の中でですね、制度の骨

子を御説明し、各委員様方から御意見、御要望

を受けたところでございます。そういった点を

改善をしながらですね、制度設計を進めてまい

りました。こちらの概要についてですね、お手

元の資料に沿ってですね、説明をさせていただ

きたいと思います。 

 まず、目的といたしましては、国の地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金、地域消費

喚起型、こちらの交付金を活用いたしまして、

本市の経済の活性化に寄与したいということで

ございますが、本市は特に市民生活の安定とい

うような目標も掲げております。 

 実施主体は八代市、商品券の通称、名称はス

ーパー元気券ということにしております。６年

前、リーマンショックを受けましてですね、不

況打開のために経済対策が打たれましたが、そ

の当時、元気券と称して商品券事業を展開した

経緯がございまして、今回、発行規模、プレミ

アム率とも大きくなっておりますので、スーパ

ー元気券といたしているところでございます。 

 スーパー元気券の販売に関する事項でござい

ますが、購入対象者は住民基本台帳に登載され

た方ということになります。ゼロ歳児から外国

人登録をされている方までが対象となります。 

 購入方法につきましては、対面販売といたし

ておりまして、申請書に必要事項を記入いただ

き、免許証等によって身分確認をさせていただ

くこととしております。 

 販売価格につきましては、１冊当たり１万円

で、１０００円券が１２枚つづられておりま

す。プレミアム率２０％としております。 

 販売冊数は１１万冊、額面総額で１３億２０

００万円分の商品券ということになります。 

 一人当たりの購入限度額冊数につきまして

は、１０冊、１０万円の額面１２万円としてお

ります。 

 販売期間は、７月の４日土曜日から５日日曜

日の２日間にかけましては、八代市役所の１階

ロビーにて集中販売を行います。その後、７月

６日の月曜日から８月いっぱい、八代市役所本

庁５階の大会議室及び各支所、南部市民センタ

ーで販売してまいります。ただし、売り切れ次

第終了となります。 

 次のページですが、スーパー元気券の使用方

法ということで、１枚当たり１０００円単位に

なっておりまして、おつりは支払われません。 

 使用する品目につきましては、物品の購入や

借り受け、サービスの提供を受ける場合になり

ます。ただし、換金性があって広域に流通し得

るもの、例えば百貨店の商品券といったもの、

プリペイドカード、はがき、切手、ビール券と

か、そういったものですね、の購入には使えな

いと。あわせて、みずからの事業の活動の供す

る原材料の仕入れとか、機器、仕入れ商品の購

入、そういったものにも使えないことになって

おります。 

 使用限度額については設定をいたしておりま

せん。 

 そして、使用期間については、さきの委員会

で御指摘がありました。庁内で検討した結果、

７月４日の発売日から１２月３１日の年内いっ

ぱいということで、約６カ月間の使用期間を設

けております。 
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 使用場所につきましては、事業所登録をいた

だいたところ、すなわち、ステッカーやポスタ

ー等の掲示してあるところを目安にお使いいた

だくことになります。 

 ６番目ですが、未使用のスーパー元気券につ

いては換金はいたしません。いわゆる払い戻し

はしないこととしております。 

 ７番目、スーパー元気券の取り扱い事業所の

募集についてですが、対象事業所につきまして

は、市内で個人様を対象として販売やサービス

の提供をしている事業所ということになりま

す。ただし、パチンコ、マージャン店、ゲーム

センターなど、射幸心をあおる業種や性風俗関

連特殊営業については除かれます。 

 申請方法につきましては、現在募集中であり

ますが、登録申請書に必要事項を記入の上、振

込口座名義のわかる通帳のコピーなどをいただ

いております。 

 今週火曜日、５月１９日から６月５日までを

第１次募集として、現在、受付をいたしており

ます。続きまして、６月の８日月曜日からは随

時受付を実施したいと考えております。なお、

第１次受付で募集した事業所につきましては、

取り扱い一覧表の初版に掲載することとしてお

ります。 

 取り扱い上の遵守事項については、ルール書

いておりますが、割愛をさせていただきます。 

 最後にスーパー元気券の換金手続についてで

すが、一律口座振り込みといたしております。

スーパー元気券１枚当たり、額面どおり１００

０円をお支払いいたします。換金期間は、販売

が終了するであろう７月の２１日の火曜日から

平成２８年１月２９日までといたしておりま

す。 

 換金場所は市役所本庁と各支所となります。 

 振込日につきましては、今回は月３回、資金

繰り等の関係もありますので、できるだけ多く

の回数をということで、今回は３回振込日を設

定したところでございます。 

 事業概要は以上ですが、次のページにスーパ

ー元気券の発行申請書という様式を載せており

ます。こちらのほうが購入される方々に書いて

いただく書類となります。できるだけ簡素化し

たつもりです。太枠の部分で申請者の方の住所

や氏名、生年月日等の情報を御記載いただき、

中段の購入数と購入金額を書いていただくこと

になります。ただし、外出困難者などの方もい

らっしゃるということで、代理人で来られた場

合は、申請者欄の下段のほうに確約書というよ

うな趣旨のものを一筆書いていただくことで、

代理購入とすることにしております。 

 次のページが、スーパー元気券取扱事業所の

登録申請書ということになります。こちらには

事業者様の住所や商号、名称、代表者名のほ

か、屋号等をお書きいただきまして、業種、種

別ですね、あと換金振込先等々の情報を御記入

いただいて、御提出をいただくことにしており

ます。 

 次のページが、換金請求書となります。こち

らは、事業所に集まってきたスーパー元気券と

こちらの請求書を添えて請求いただくことにな

ります。そうしまして、月３回の締め日ごと

に、最短で１１日後には現金化できるようにと

いうようなことで、現在、事務処理を進めてい

るところです。 

 次のページは、この制度、事業の主なフロー

図ということで、流れを書いております。 

 最後にですね、今後の広報スケジュールとい

うことで、Ａ３の横長、カラー刷りでお出しし

ておりますが、５月に、既に皆さん御承知のと

おり、今週月曜日になりますが、新聞朝刊に折

り込みをいたしております。これは販売告知と

事業者募集ということで、両方の呼びかけをし

たところでございます。 

 広報媒体につきましては、ホームページや広

報やつしろ、エフエムやつしろ、広報車、新聞
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折り込み、ケーブルテレビ、電光掲示板、市民

課ディスプレー等、さまざまな媒体を活用して

周知を図っていきたいと思っております。今後

は、６月１日号に１ページの特集を組んで、事

業所の登録のお願い及び発売の告知、７月１日

には市報への販売告知の折り込みチラシを入れ

る予定としております。 

 最後にですね、こちらの黒板のほうに張って

おりますのが、左からポスターになります。こ

れは登録いただいた事業所様の店舗に掲示いた

だくもので、その右上のほうに、取扱事業所と

してのステッカーを配付いたしております。そ

して、希望があればですね、こちらの右のほう

のですね、のぼりのほうをポールつきでお配り

しております。 

 最後にですね、そちらにカラー刷りの写真が

ありますけども、上のほうがですね、１２枚つ

づりの冊子の表紙になります。そして、下のほ

うが本券になります。コピーをしておりますの

で、「無効」という文字が出ております。それ

については改ざんのを施しているところでござ

います。 

 今回はユネスコということで、妙見祭の神幸

行列ですね、こちらをテーマにしたデザインで

統一しております。 

 簡単ですが、以上で説明を終わらせていただ

きます。 

○委員長（増田一喜君） はい。それでは本件

について、何か御意見等はありませんか。御質

問。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。まず３月の議会

のですね、委員会で説明があったときにお願い

をしておりましたけれども、使用期間をです

ね、７、８、９だったのを１０、１１、１２と

延ばしていただいた、そういう検討をしていた

だいたということにつきましては、非常にです

ね、よかったなというふうな実感を持っており

ます。 

 そこで、２つほどお尋ねしたいんですが、７

月４日から販売されるわけですけど、４、５日

は八代市役所本庁ですね。それで、６日から各

支所あるいは南部市民センターということです

けど、売り切れ次第終了となってるのがちょっ

と気になっておりましてですね、４、５で売り

切れてしまったら、支所では販売できないとい

うことになるんじゃないかと思うんですが、そ

のあたりは支所分というふうにですね、あらか

じめとっておいておられるのか。私はあんまり

宣伝せぬでもですね、売れてしまうんじゃない

かというような心配をしてるもんですから、支

所に行ったらもうなかったと、きのうで売り切

れですというようなことにならないのかどうか

というのが１点とですね、もう１点は、Ｑ＆Ａ

というのがあってですね、購入者編というのが

あります。その購入者編の３ページにですね、

スーパー元気券が使用できないものを具体的に

教えてくださいというものの②にですね、みず

からが事業を行っている場合、その事業活動に

伴う原材料、機器類、仕入れ商品等の購入とな

っておりますが、例えばですね、私がある工務

店とか、登録をした事業所にですね、家の改造

なり車庫をつくるなり頼むと。そのときには恐

らく、登録事業者であればスーパー元気券が使

えるだろうと思うんですよね、私はですね。た

だ、その工務店、大工さん、事業所は、仮に八

代市内のところから木材を買ってくると、ある

いはトタンを買ってくるというような場合は、

この元気券は使えないと、そういうことを書い

てあるんでしょうか。２点お願いします。 

○委員長（増田一喜君） 嶋田スーパー元気券

事業推進室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。失礼しました。集

中販売でスーパー元気券がなくなってしまった
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場合に、支所での販売が、購入ができなくなる

のではないかというような御質問でございます

が、例えば前回の元気券事業の場合で申し上げ

ますと、前回は１冊５５００円、１冊５０００

円、５５００円分の商品券で、５万冊というこ

とで販売をいたしております。総額にします

と、額面で２億７５００万円分ということにな

るんですが、同様に、やっぱり土日の集中販売

から始めております。その際に、土日で１万８

３８２冊、全体の大体３分の１程度が売れたと

いうことでございまして、最終的に、実質５日

間程度でなくなってしまったということでござ

います。 

 今回の場合は、冊数にして１１万冊というこ

とで、２.２倍、額にして５億円、前回が２億

５０００万で、今回、１１億円分、額面にする

と１３億２０００万なんですが、４.４倍、額

面にして４.８倍という規模になっておりま

す。ただし、プレミアム率がやっぱり２倍にな

っているということで、相当魅力が上がってお

りますが、２日間で完売することはちょっと想

像はできないんですが、こちらのほうでは、恐

らく１０日から２週間ぐらいはもってくれるん

じゃないかなと。しかしながら、今後の告知を

進めていく中での反響を見ながらですね、場合

によっては土日の販売分をある程度決めていく

というようなことも考えられるかもしれませ

ん。 

 それと、２点目ですけども、みずからの事業

に供するような仕入れ等には使えないというこ

とで、恐らく大工さんあたりが、――今、事業

者向けにですね、量販店なんかがやっぱり材料

を売ってらっしゃいます。そういったことで、

そういった仕入れには使えないというようなこ

となんですが、なかなか判別がしにくいと。一

般の顧客と業者さんとが行き交うような、そう

いう商店ではですね、なかなか判別がしにくい

ということで、そこを厳密に、じゃあ分ける方

法があるのかというと、なかなか難しいわけで

ございまして、原則論から言いますとそうなん

ですが、現場ではどうなのかなというと、あと

は取り扱いについては現場にお任せする以外な

いのかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。１番目のです

ね、今からのＰＲの中で、告知の中で、各支

所、南部市民センターというのも当然うたわれ

ると思いますのでですね、やっぱり２割という

のがですね、前回の１割とはかなり違うんです

よね、市民にとっては、と思うんですよ。です

から、なかったということがないように、あら

かじめですね、やっぱそこの部分は確保してい

ただくようにお願いをしたいと思います。 

 以上で終わります。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） はい、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、確認です

ばってん、これは何歳以上だったですかね。買

えるのは。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、嶋田室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。購入できる方とい

うのは、住民基本台帳に登載されている方、登

録されている方ということですから、ゼロ歳児

からとなります。（委員亀田英雄君「ゼロ歳児

からですか」と呼ぶ）はい。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。 

 今、松永さんの話とちょっと同じ話ばちょっ
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と聞きたかったんですが、ガソリンスタンドで

すたいね。これは事業用と個人用わかりにくか

っかなと思いながら、その辺もですたい。多

分、その分、事業用と使う業種はわかっどと思

うとですよね。厳重に取り締まることは難しか

っでしょうばってんが、その辺の話はですね、

一応しとってもらったほうがよかっかなという

ふうに思ったことでした。 

 それと、複製ですよ、今、こう言いなった。

この対応というとはしっかりせぬば、今、よか

印刷機器のあるけんですたい、どげんしよなっ

とですか、その点。どげんしよなっとですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、嶋田室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。当初、この不正防

止につきましてはですね、単なるコピーで文字

が浮き出る改ざん防止ではなくて、ホログラ

ム、きらきらした加工を施したホログラムのつ

いたものをということで検討を進めてまいりま

したが、この商品券事業自体が全国の自治体で

行われるということで、入札の現説の際に、業

界の方々の大方の意見が、発売日までに入手し

て印刷するのは厳しいというような現状をお聞

きしまして、この商品券自体が地域限定、狭い

地域限定であって、かつ使用期間も半年間とい

うような部分の中でですね、悪用は考えにくい

というようなことで、最低限の不正防止対策と

いうことで、今回、こういった対応をとってお

ります。 

○委員（亀田英雄君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） コピーしてですばい、

何か、そげん言えばいかぬばってん、ばあちゃ

んのおらすごたっとば狙うてこっでてすれば、

でけそうな気のすっとですたいね。その辺の対

応ばようしとかぬと、あらあ、これは違うたと

いう話でですばい、換金でけぬだったっていう

ことの心配もちょっとしとかんばですたい。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、嶋田室長。

（委員亀田英雄君「使う前からあんま言うちゃ

ならぬばってんですね」と呼ぶ） 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） 実はですね、業界代表者

の方を集めた説明会の中でもですね、もし不正

にコピー等されたものを取り扱ってしまったと

きには、自己責任ということで換金してもらえ

ないのかという質問も出ておりました。で、明

らかに誰が見てもわかるようなですね、ものを

ですね、受け取られた場合はですね、やっぱり

そういう重大な過失があればですね、うちのほ

うもお断わりする場合もありますが、一見にし

てなかなか気づきにくいようなもの、そういっ

たものについてまで換金をお断わりするのはい

かがなものかなというようには考えておりま

す。 

 しかしながら、各事業所に対してはですね、

十分にそういう偽造についてはですね、注意を

払っていただくように呼びかけはしておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） それは十分用心してく

ださい。個々のあちらが発生せぬごとですね。

まちょっと対策が必要じゃなかろうかというふ

うに考えます。 

 このサイズですか。サイズは一緒ですか。こ

んな大きいんですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、嶋田室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） 見やすいようにというこ

とで、１８０％拡大しておりまして。（委員亀

田英雄君「ああ、でしょうね。邪魔なっですも

んね」と呼ぶ）はい。 

○委員（亀田英雄君） それ、――済みませ
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ん、引き続き。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そうすると、これは上

げなっと。これは希望者に上げるという話だっ

たですよね。やっぱ買わせたがよかっちゃなか

ですか。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、嶋田室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。まず、基本は公共

施設等に告知のために掲示をしております。そ

して、その残った部分の中でですね、御希望の

あるところ、特に人の交流に多い大規模店とか

ですね、そういったところから、少しずつです

がお配りして、強い希望があれば１本というこ

とで提供しております。無料ということにして

おります。（｢無料ですね」と呼ぶ者あり）は

い。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。以上で

す。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ちょっと今の旗

のことですけど、私も無料じゃいかぬとじゃな

かろうかと思うとですよ。やっぱこれまで市の

事業とかでいろいろやってきて、いろんな御協

力をいただく、挨拶運動とかもそやんやったと

思うとですけど、御協力いただいたところには

購入とかっていう話でですね、やってきたとい

うのがある中で、今度はそればすっとに、じゃ

あ、何で旗ば元気券のときはただでやっとばい

と、ちょっと矛盾しやせぬかと思うもんですか

ら、そこはちょっと考え直したほうがよかっじ

ゃなかかと思うとですよね。ちょっと指摘して

おきます、それ。 

 それともう一つ。 

○委員長（増田一喜君） はい、野崎委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今、もう既に業

者さんのほうの受付と１次募集のほうが始まっ

てるというような状況というふうに思いますけ

れども、受付状況についてはどういった状況で

しょうか。やっぱり使うほうとしてはですね、

業者さんが非常に多くないと使い勝手が悪いと

いうような感じになってしまいますので、ぜひ

とも多くの業者さんにですね、登録していただ

きたいというふうな思いがあるんですが、その

受付状況についてはどうでしょう。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 嶋田室長。 

○商工政策課長補佐兼スーパー元気券事業推進

室長（嶋田和博君） はい。現在、火曜日から

受付を開始しまして、きのうまでの３日間で累

計の３１２事業所、登録をいただいておりま

す。ちなみに、前回の元気券事業のときは、総

事業者数、登録事業者数は１４００者余りにな

っておりました。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。まだまだこれか

らですね、５日までですかね、第１次募集のほ

うはですね。２次募集もあるというようなこと

ですので、目標は前回を超えるというようなと

ころは間違いなくあるというふうに思いますの

で、ぜひ周知、募集のですね、関係についても

一生懸命取り組んでいただいて、使いやすい券

になるように、ぜひ頑張っていただきたい。あ

と、これが地域活性化というかですね、経済活

性化につながるように頑張っていただければと

いうふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（外
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国クルーズ船八代港寄港について） 

○委員長（増田一喜君） 次に、外国クルーズ

船八代港寄港について執行部から発言の申し出

があっておりますので、これを許します。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。そ

れでは次にですね、外国クルーズ船八代港寄港

について、国際港湾振興課より御報告をいたし

ます。 

○委員長（増田一喜君） 森田国際港湾振興課

審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。国際港湾振興課審議員の森田でございま

す。本日はよろしくお願いいたします。 

 着席して御説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） お手

元に配付しております新聞記事につきまして

は、熊日新聞社が５月１４日に熊本県の港湾課

を取材されまして、その後、当該のロイヤル・

カリビアン社も追加取材された上で記事にされ

たものでございます。 

 見出しにあります、八代港に３０隻、中には

２４とも書いてありますけれども、こちらにつ

いては、あくまでも船社側の希望する数字でご

ざいまして、私ども国際港湾振興課としては、

これは決定した数字とは認識しておりませんで

した。 

 クルーズ船などの寄港決定につきましては、

従前、議会等の質問で御説明してますとおり、

岸壁利用を許可される熊本県と港を利用される

港運事業者などから成るバース調整会議にて利

用の合意が得られた上、さらに港湾管理者の利

用許可を経て、さらには岸壁利用を申請された

者が旅行商品等として八代港寄港を含む旅行計

画を確定させた時点で正式に寄港という形で認

識しておりました。 

 今回のロイヤル・カリビアン社からの寄港希

望に関しまして、私どもでもバース調整会議の

ほうにオブザーバーとして参加している立場

上、事前に把握はしておりました。しかしなが

ら、さきに述べましたとおり、バース調整会議

での合意等が未了であったためお知らせしてい

なかったものでございます。 

 今後、しかるべき手続がとられまして後には

改めて御報告することとしたいと考えておりま

す。申しわけございませんでした。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。本件につい

て、何か質疑、御意見はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） どういうこっだろうか

と思って聞いとったっですよね。だけど、今の

最後に申しわけございませんでしたっていう話

は、何か失態のあったっですか。（国際港湾振

興課審議員森田博史君「あの……」と呼ぶ）ち

ょっと待ちなっしぇ、御指名を得てから。 

○委員長（増田一喜君） はい、森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。私どものほうに県が取材を受けたという報

告は受けておりませんでした。ただ、２日前に

熊日新聞社のほうから、ロイヤル・カリビアン

様のほうに取材をしたいということで、御名刺

があれば提供できないかということで御依頼は

ございました。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） ちょっとようわからぬ

とですばってん、熊日にすっぱ抜かれたちゅう

話ですか。あっさりした話がですたい。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） その
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ような形になっております。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） すっぱ抜かれたちゅう

感じ、そういうような前にですよ、いろんな話

のでくっとと思うとですよね。何かおかしかで

すよ、そのすっぱ抜かれたて感じでぎゃんし

て、この大事な話ばですたい。何か、熊日に抗

議するとかですよ、何かせぬばおかしかっちゃ

なかですか。どげんなってそのすっぱ抜かれた

ちゅう格好になっとか、意味のわからぬばって

んですたい、大事な話だけん、もうちょっと扱

いよそのあっとと思うとばってんですね。何か

こんな形で出っとですよ、せっかくのよか話

が、何だったんだろうかなと思いながらいう感

じがしますとですたい。部長、どのような感想

をお持ちですか。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。特

に今回、記事として熊日のほうでですね、記載

されてるというところでございますけれども、

先ほどの審議員のほうからもお話がございまし

たようにですね、この寄港決定につきまして

は、いろんな手続、調整手続があります。それ

を経た上にですね、寄港が決定するというよう

な１つの流れがあるわけでございますが、そう

いった寄港決定を受けてのですね、報告という

ことに、流れとしてはなろうかなというふうに

思うんですが、今回、先にですね、新聞のほう

で発表になったということでございますけど

も、市としてはですね、寄港が決定する時点で

ですね、速やかにですね、議会と関係機関含め

てですね、御報告をしたいということは考えて

いたところではあります。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今からもこんな機会は

あっどと思うとですよね。だから、いい話はも

っと大事にしてですよ、市から発信する格好で

もっていかぬと、すっぱ抜かれた形ですっと、

おんなじ話でもですたい、ありがたみの違うじ

ゃなかですか。取り組んだ人がしっかりした発

信ばしていくていうほうがですね。 

 ただで宣伝してくれたと思って考えればよか

かもしれんですばってん、何となくこう、こげ

んした情報の出方というとがですね、脇の甘さ

の出とっとかなという。だけん、自分たちはし

っかり汗かいとっとかなという気もせぬでもな

かっですよ。何か厳しか話ばするごたですばっ

てん、しっかりよか話は大事に扱ってほしかっ

ですばってんが。で、しっかりした形で発信せ

ぬと。ああ、新聞記者にすっぱ抜かれたですた

いていう話はですたい、何かちょっと色あせる

感じがして、何となく、何とももったいないて

いう気がするもんですけん、結構厳しく申し上

ぐっとですが。これからもこんないい話はある

どと思いますけん、しっかりした発信ばしてい

ただきたいというふうに思うんですが、それに

ついてどうですか。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） 委員

御指摘のとおりでございます。すっぱ抜かれた

という、ちょっと私も不適切な表現してしまい

ましたけれども、基本的には八代港、工業港で

ございます。既存の荷主様、港湾利用業者様、

こちらの企業活動を妨げてはなりません。その

中で、いかにして市に利益をもたらすかもしれ

ないクルーズ船を受け入れていくか。これは今

の利用者の方の御意見を聞きながら、許容でき

る範囲の中で慎重に進めていかないといけない

のかなと思っております。そういう意味で、や

はり外部に出ないような形で対応していくとい
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うことでございます。 

 これは最終的には港湾管理者様である県のほ

うで許可を出さないと決まらないわけでござい

ますので、そのあたりは今後も注意して、より

いい情報の出し方ができるような形で対応した

いと思います。申しわけございません。ありが

とうございます。 

○委員（亀田英雄君） もう一ついいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今度出てしまったじゃ

なかですか。（国際港湾振興課審議員森田博史

君「はい」と呼ぶ）これからの後の対応はどげ

んしていくつもりですか。これが事実なのか、

本当の話かていうとは、またこれはわからぬわ

けでしょう、結局。まだ未確認ちゅうことでし

ょう、現在の時点で行政は。で、これに対し

て、行政、今からどんな対応ばしていきなっと

ですか。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） バー

ス調整会議の中で調整されていくということ

で、市としては静観するような形になるという

ことでございます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） だから、で、決定した

時点で、――これ未確定ちゅうことですたい

ね。決定した時点でまた発信をしなると、いう

形になっとかな。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） こと

しの１０隻の寄港もそうですけれども、改めて

また別途、市のほうから発信したいと思ってい

ます。（委員亀田英雄君「確定した時点で」と

呼ぶ）はい。（委員亀田英雄君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今、引き続きで

すけど、この新聞の見出しを見ればですね、来

年３０隻来るっていうのが決まったような見出

しなんですよね、書き方が。だけん、ちょっと

亀田さんも言われたように、これだと語弊が生

まれますんで、新聞社に対しても何らかのです

ね、八代市としてのアナウンス、今言われたよ

うに、まだ調整会議も何も開かれとらぬ中で、

決定していないことだというぐらいのアナウン

スはどこかで出したほうがいいんじゃないかと

いうふうには私は思うんですよ。それが１つ。 

 あと、この記事を読んでいくと、中村市長が

最後にしゃべってると。（委員亀田英雄君「ほ

んなこつ」と呼ぶ）で、これがいかにも何か新

聞記者のインタビューを受けてこの記事を、受

けての何か発言みたいにとらえられるような書

き方になってますんで、その書き方ちゅうかで

すね。やっぱ新聞社に対して、もう少し取り扱

い方、すっぱ抜くにしてもですよ、そういった

とこはやっぱ八代市のほうからも少し何か言わ

れたほうがいいんじゃないかなと。 

 これは読まれた方は間違いなく来年３０隻来

るというふうに思われます、これは。八代市と

しても、やっぱそれなりの努力をやるんだな

と、それに向けてやるんだなというふうなとり

方しかできないんで、そのところをですね。 

 やっぱちょっと何か、訂正じゃないですけ

ど、八代市はそういったあれはまだ決まってな

いとか、県のほうが決めるとかっていう、そう

いう今言われたようなお話をですね、どこかで

アナウンスされたほうがいいんじゃないかなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 あと、もう１つ。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 
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○委員（野﨑伸也君） はい。今回、２０１５

年は外国船籍は１０隻というようなことであり

ますけれども、実際、その調整についてはです

よ、うまくいってますか。パシフィックグレー

ンさんとか、いろいろ経済活動、企業活動、害

さないようにということでやっておられており

ますけれども、そこら辺の進捗のほうはいかが

でしょうか。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） これ

自体は、１０隻に関しましては、もうバース調

整会議の中で皆さんの合意を得られて、その船

が着く期間を避けた形で船を回すということ

で、各港運業者さんですね、了解は得られてお

ります。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） その企業活動を阻害し

ないようにこの日程も組まれてるというような

話なんですけれども、逆に、これを寄港させる

ために企業さんが、逆にふだんよりも忙しくな

ったりとか、そういったことになってるんじゃ

ないかなというふうな思いもあるんですけれど

も、そこのところの協力とか、そういったこと

もお願いされてるんですか。 

○委員長（増田一喜君） 森田審議員。 

○国際港湾振興課審議員（森田博史君） 具体

には、バース調整会議ありますけれども、事前

にこのあたりを使います、クルーズ船の受け入

れについて使いますので、御協力をお願いしま

すと、大体１カ月ぐらい前からアナウンスし

て、徐々に周知を図って御協力いただいてると

ころでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。多分、もし企業

によってはですよ、そういった繁閑期ちゅうの

が非常に出てくる可能性も考えられますよね、

やっぱりそのためにというようなことで。そう

いったものについて、今の段階では、今回、こ

ういった初めてのことで御協力しますよという

ようなお話があるかもしれないですけど、今

後、ふえていったときにはですね、そういった

ところも何らかの、やっぱ八代市と県といろい

ろな手立てちゅうかですね、そういったものも

ちょっと考えていかぬとじゃなかろうかなとい

うふうに思いますので、とりあえず今回の１０

隻分については、とりあえず何も今のところ出

てないというようなことで確認をさせていただ

きました。はい、わかりました。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。はい、

ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 それでは以上で本日の委員会の日程は全部終

了いたしました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後４時３６分 閉会） 
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